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グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
日
本

に
必
要
な
の
は
、
自
分
で
問

題
を
見
つ
け
、
周
囲
と
協
力

し
な
が
ら
課
題
を
解
決
し
て

い
く
能
力
で
す
。
幸
い
母
校

は
S
G
H
で
す
で
に
こ
れ
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
い
、
世
界
で

活
躍
で
き
る
人
材
育
成
が
可

能
な
高
校
と
な
れ
る
よ
う
、

同
窓
会
も
応
援
・
協
力
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
上
田
高
校
校

長
に
着
任
し
た
廣
田
昌
彦
と

申
し
ま
す
。
平
成
28
年
か
ら

2
年
間
、
本
校
全
日
制
教
頭

と
し
て
勤
め
ま
し
た
。

　
「
生
活
」
と
聞
い
て
思
い
浮
か

ぶ
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
平

た
く
言
う
と
、
食
う
寝
る
休
む
、

遊
ぶ
、
学
ぶ
、
そ
し
て
働
く
と

で
も
な
る
で
し
ょ
う
か
。
日
々

諸
活
動
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
、
時
に

は
「
生
活
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
本
国
憲
法
第
25
条
第
1
項
に
は
「
生
活

を
営
む
権
利
」
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

間
が
生
き
て
い
く
こ
と
を
国
家
が
保
障
し
て

い
る
の
で
す
。
生
き
る
た
め
に
は
食
う
寝
る

休
む
、の
時
間
が
不
可
欠
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

そ
ん
な
時
間
を
無
視
し
て
働
い
て
い
る
の
が

現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
サ
ー
ビ
ス
残

業
と
か
過
労
死
な
ん
て
言
葉
が
一
般
化
し
、

さ
ら
に
強
め
ら
れ
そ
う
な
法
制
化
も
す
す
ん

で
い
ま
す
。「
生
活
権
」
が
ど
う
か
な
っ
て

し
ま
い
そ
う
で
心
配
で
す
。

　

日
本
の
将
来
を
担
う
べ
き
子
ど
も
た
ち
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
は
遊
ぶ
こ
と
が

「
生
活
」
で
す
。
毎
日
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
遊

び
、
仲
間
と
協
力
し
て
何
か
を
な
し
遂
げ
る
、

そ
ん
な
姿
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
が
、
日
々

の
報
道
を
見
れ
ば
多
く
の
子
ど
も
に
と
っ
て

程
遠
い
現
実
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
子

ど
も
の
遊
び
は
、
自
己
実
現
の
た
め
の
幸
福

を
追
求
す
る
権
利
（
憲
法
13
条
）
と
さ
れ
ま

す
。
彼
ら
に
は
人
と
し
て
保
育
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
の
で
す
。
子
ど
も
の
生
活
権=

人

権
も
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。（
吾
）
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理
事
長　

金
　
子
　
元
　
昭

平成 30 年度

会員大会のご案内
★期　日	 10月 6日（土）
◦会　場	 上田東急REIホテル
　上田市天神 4-24-1
　ＴＥＬ.0268-24-1401
◦受　付	 14：00 ～
◦開　会	 14：30 ～
◦講演会講師
� 東洋経済新報社 出版局長
� 山崎 豪敏 氏（78期）
◦演　題

「日本企業はこれから
� どう生きていくのか」
◦懇親会	 17：30 ～
◦会　費	 5,000 円

ば お
た 掘

　

教
頭
時
代
は
、熱
心
な
先

生
方
と
誠
実
で
ひ
た
む
き
な

生
徒
た
ち
に
囲
ま
れ
、
内
堀

前
校
長
先
生
の
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
今

次
教
育
改
革
に
則
っ
た
学
校

づ
く
り
に
邁
進
す
る
、
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

本
校
は
S
G
H
指
定
を
受

け
て
4
年
目
を
迎
え
、
益
々

そ
の
成
果
が
県
内
外
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
の

主
体
性
を
伸
ば
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
を
育
み
、
授
業

の
改
善
を
中
心
と
し
た
教
育

活
動
全
体
が
、
新
し
い
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
学
び
を
生
徒

た
ち
に
提
供
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

栄
え
あ
る
伝
統
校
の
責
任

者
と
し
て
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
同
窓
会
の
皆
さ

ま
に
は
今
後
と
も
母
校
に
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

桜
の
開
花
が
早
く
、
今
年

の
入
学
式
は
満
開
の
桜
の
下

で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
の
定
時
総
会
で
は
理

事
・
監
事
が
承
認
さ
れ
、
課

題
で
あ
る
会
の
活
性
化
、
財

政
の
健
全
化
に
向
け
、
役
員

一
同
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
卒
業
20
年
目
の

学
年
が
同
期
会
を
開
催
で
き

る
よ
う
支
援
し
ま
し
た
。
今

後
、
特
に
若
い
世
代
の
参
画

意
識
の
喚
起
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
財
政
面

に
お
き
ま
し
て
は
、
郵
便
振

込
み
が
面
倒
と
の
ご
意
見
を

頂
戴
し
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
振

込
み
を
導
入
し
ま
す
。
納
入

が
手
軽
に
な
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

�
校
長
　
廣 

田
　
昌 

彦

	 70年前の松尾祭� (49期 堀内唯行氏 提供 )
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平成 29年度収入と支出

　
平
成
30
年
度
　
定
時
総
会

　
5
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
定
時
総
会
で
は
、決
議
事
項
3

議
案
が
審
議
・
承
認
さ
れ
、3
件
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

は
、昭
和
52
年
か
ら
毎
年
８
月
に

各
都
道
府
県
代
表
の
高
校
生
に
よ

る
芸
術
文
化
活
動
の
祭
典
と
し
て
、

全
国
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
長
野
県
下
で
開
催
、

８
月
に
は「
２
０
１
８
信
州
総
文

祭
」と
銘
打
っ
て
、県
下
各
地
で

19
の
規
程
部
門
と
開
催
県
の
協

賛
に
よ
る
28
部
門
の
発
表
会・コ

ン
ク
ー
ル
が
開
か
れ
ま
す
。全
国

か
ら
約
２
万
人
の
高
校
生
が
集

ま
り
、観
覧
者
を
含
め
約
10
万

人
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

上
田
高
校
の
文
化
班
は
、総

文
祭
に「
出
場
」と「
運
営
」に
参

加
し
ま
す
。上
田
市
で
は
、サ
ン

ト
ミ
ュ
ー
ゼ
で
演
劇
、美
術
工

芸
の
各
部
門
が
開
か
れ
ま
す
。

「
２
０
１
８
信
州
総
文
祭
」に
是

非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

�

︵
文
責　

百
瀬　

慎
一
︶

平
成
29
年
度
決
算
の
承
認

　

経
費
の
削
減
を
図
り
ま
し

た
が
、
年
会
費
収
入
が
そ
れ

以
上
に
減
っ
た
こ
と
か
ら
赤

字
幅
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
理
事

20
人
・
監
事
5
人
が
選
任
さ

れ
、
そ
の
後
の
理
事
会
で
理

事
長
・
副
理
事
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

学
校
へ
の
寄
付
な
ど
公
益

目
的
4
事
業
を
継
続
実
施

し
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

年
会
費
収
入
増
加
を
図
る

た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
入

68期
お元気ですか?来年、卒業から50周年を迎えます!!
＊卒業 50周年記念に同期会、同級会を !
＊母校に「記念の寄付」とエールを !

1 組	 小林　孝俊
	 久保田達朗
	 笹井　春雄
2組	 栁沢　昌美	 （代議員）

3 組	 山岸　正幸	 （代議員）

	 小林（久保田）好子	 （代議員）
4 組	 山本　秀信
	 射手　宏昌	 （代議員）

5 組	 金子　元昭	 （理事長）

6組	 若林（三井）実	 （代表代議員）

	 神津（小林）真美子	（代議員）
	 佐藤（山浦）万千子
7組	 関（斉藤）次郎	 （代議員）

	 土屋　恵嗣	 （代議員）

8組	 岡田　有司	 （代議員）

9組	 上原　　明	 （代議員）

2008 年　9月 20日　同期会より

栄えある受章
お めでとうござ います。（敬称略）

平成 29 年度　秋の叙勲
谷道　七郎	（50 期）	 瑞宝双光章
中沢　　賢	（54 期）	 瑞宝中綬章
宮入　裕夫	（54 期）	 瑞宝中綬章
宮島　宇智	（63 期）	 瑞宝小綬章
北原　巖男	（64 期）	 瑞宝重光章
小池　　亨	（70 期）	 瑞宝単光章
平成 29 年度　秋の褒章

塩川　　浩	（59 期）	 藍 綬 褒 章
平成 30 年度　春の叙勲

安川　彰一	（49 期）	 瑞宝双光章
小山　　立	（56 期）	 旭日双光章
飯島　俊勝	（61 期）	 瑞宝双光章
中沢　　裕	（62 期）	 瑞宝双光章
竜野　邦明	（64 期）	 瑞宝中綬章
小林　照明	（68 期）	 瑞宝双光章

理
事
20
人
・

�

監
事
5
人
の
選
任

公
益
目
的
支
出
計
画�

�

実
施
報
告

平
成
30
年
度
事
業
計
画�

�

・
収
支
予
算

理 事 長　金子　元昭	 68
副理事長　甲田　英俊	 72
副理事長　北沢　真澄	 73
副理事長　山越　雅明	 76
理　　事　丸山　暢久	 65
理　　事　大井　定雄	 66
理　　事　金井　俊樹	 67
理　　事　柳沢　次夫	 69
理　　事　久保山　修	 70
理　　事　藤井信一郎	 71
理　　事　森　　浩二	 73
理　　事　小宮山陽一	 75
理　　事　増島　良介	 75	 新任
理　　事　工藤　秀樹	 77
理　　事　城下　　徹	 78
理　　事　安齋　理江	 80
理　　事　和田　澄夫	 80	 新任
理　　事　倉沢　一彦	 82
理　　事　三井　由香	 83
理　　事　大島　洋一	 84
監　　事　宮下　繁明	 74	 新任
監　　事　小林　明宏	 79	 新任
監　　事　中村　和宏	 81
監　　事　西田　拓生	 85	 新任
監　　事　竹内かおる	 86

顧　　問　笠原　一洋	 53
顧　　問　日置　勇二	 60
相 談 役　丸山　正一	 56

理事・監事・役員�（任期 2年）
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6,616

年会費収入推移

>
経常損益

△ 1,849 千円

その他
1,327

会員大会会費
1,560

新入生入会費
3,550

年会費
6,616

管理費
4,131

その他事業費
3,215

会員大会費
1,540

会員大会費
1,540

会報発行費用
2,819

事業費
10,771

学校への寄付など
公益目的支出
3,197

単位 : 千円

２０１８
信
州
総
文
祭
と�

�

上
田
高
校

手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
年
会
費
納
入
者
に

は
高
校
吹
奏
楽
班
・
室
内
楽

班
の
定
期
演
奏
会
へ
の
優
待

席
チ
ケ
ッ
ト
の
抽
選
配
布
を

始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業

20
周
年
に
な
る
期
の
皆
さ
ん

の
記
念
行
事（
同
期
会
な
ど
）

へ
の
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

　

昨
年
、
同
窓
会
か
ら
95
期

の
皆
さ
ん
へ
、
卒
業
20
周
年

の
記
念
事
業
を
企
画
し
ま
せ

ん
か
と
声
を
掛
け
ま
し
た
。

　

95
期
の
皆
さ
ん
は
お
盆
の

8
月
13
日
午
後
に「
卒
業
か

ら
20
年
た
っ
た
け
ど
、最
近

ど
う
？
」と
題
し
て
同
期
会

を
開
催
し
ま
し
た
。子
連
れ

Ｏ
Ｋ
、ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
と

お
菓
子
付
き（
同
窓
会
か
ら

の
補
助
金
を
利
用
）で
参
加

費
0
円
、と
い
う
会
で
し
た
。

　

子
連
れ
の
参
加
者
1
組
を

含
む
、
22
人
の
こ
ぢ
ん
ま
り

と
し
た
集
ま
り
で
し
た
が
、

本
当
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
96
期
の
皆
さ
ん

が
、
8
月
11
日
に
卒
業
20
周

年
の
記
念
事
業
と
し
て
同
期

会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
は
、
今
後
も
皆
さ

ん
の
卒
業
20
周
年
を
記
念
す

る
事
業
を
応
援
し
て
い
き
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

卒
業
20
周
年
記
念
事
業
を
支
援
し
ま
す

経常費用 
合計 14,902 千円

経常収益 
合計 13,053 千円
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仙
台
支
部
近
況

�

〈
仙
台
支
部
〉

皆
で
歌
っ
た「
信
濃
の
国
」

�

〈
中
南
信
支
部
〉

絵
画
同
好
会
の
作
品
展
開
催

�

〈
関
東
同
窓
会
〉

　
「
文
化
サ
ロ
ン
」

と
し
て
10
月
14
日

に
桃
山
学
院
大
学

か
ら
松
村
昌
廣
先

生
を
迎
え
、「
衰

退
す
る
米
国
覇
権

シ
ス
テ
ム
と
ト
ラ
ン
プ
政
権

を
巡
る
権
力
闘
争
」
と
題
し

て
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

米
国
の
現
状
と
ト
ラ
ン
プ

政
権
誕
生
の
背
景
、
実
際
の

政
策
と
そ
の
状
況
や
問
題
点

等
を
説
明
頂
け
た
の
で
、
現

政
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

納
得
も
得
ら
れ
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
参
加
者
か
ら
質
問

が
出
る
な
ど
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

4
月
7
日
に
は
文
化
交

流
会
と
し
て
卑
弥
呼
伝
説
の

里
、纒
向
遺
跡
、箸
墓
古
墳
見

　

関
東
同
窓
会
絵
画
同
好
会

の
第
一
回
の
作
品
展
が
、
3
月

12
日
か
ら
一
週
間
、
東
京
・
京

橋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
く
ぼ
た
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
来
場
者

数
は
、
約
400
名
と
想
像
以
上

の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
覧
会
の
内
容
は
、
11
人

の
出
展
者
に
よ
り
、
水
彩
画

学
と
春
爛
漫
の
桜
の
名
所
大

神
神
社
や
長
谷
寺
を
参
拝
し

ま
し
た
。少
し
長
い
距
離
で

し
た
が
参
加
者
全
員
が
元
気

に
歩
き
、古
人
の
生
活
を
偲

ぶ
と
と
も
に
、桜
吹
雪
の
中
、

春
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

�
︵
64
期　

隅
田　

修
一
郎
）

30
点
、
油
彩
画
9
点
、
色
鉛

筆
画
4
点
で
、
風
景
画
、
人

物
画
、
歌
舞
伎
画
等
多
種
多

様
な
作
品
展
と
な
り
ま
し
た
。

上
田
か
ら
は
、長
谷
川
靖
さ
ん

︵
60
期
）、清
水
悦
男
さ
ん︵
70

期
）も
参
加
さ
れ
、関
東
・
上

田
の
合
作
展
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
69
期　

古
畑　

克
巳
）

　

今
年
も
、
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る

「
松
本
館
」
で
の
新
年
会
か

ら
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
支
部
総
会
で
は
、

静
岡
大
学
名
誉
教
授
で
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
柳
沢
信
芳
氏
（
67

期
）に『
人
と
音
楽
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
』の
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ

演
奏
か
ら
始
ま
り
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
日
本
の
音

楽
に
つ
い
て
長
年
の
教
育
活

動
か
ら
考
察
さ
れ
た
講
義
と

ピ
ア
ノ
を
聴
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、氏
の
伴
奏
に
よ

り
皆
で「
信
濃
の
国
」を
歌
い
、

充
実
し
た
素
敵
な
総
会
と
な

り
ま
し
た
。本
年
の
総
会
は
、

11
月
３
日
に
行
い
ま
す
。

�

︵
67
期　

下
形　

仁
是
） 　

４
月
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
連
続
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
羽
生
選
手
の
祝
賀
パ

レ
ー
ド
が
仙
台
市
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
丁
度
そ
の
前
日
、

所
用
で
上
田
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
あ
る
方
が
、「
明
日
仙

台
へ
行
き
、
羽
生
選
手
の
笑

顔
と
上
田
市
の
人
口
に
匹
敵

す
る
と
い
う
人
出
も
見
た

い
」
と
の
こ
と
。
改
め
て
羽

生
選
手
の
人
気
に
驚
い
た
次

第
で
す
。

　

今
年
度
の
支
部
総
会
は
11

月
17
日
昼
に
開
催
予
定
で

す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
当

方
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�

（
63
期　

小
林　

邦
英
）

　

設
立
間
も
な
い
北
海
道
同

窓
会
は
よ
う
や
く
4
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。広
い
道
内
に

会
員
が
散
在
す
る
こ
と
か

ら
、で
き
る
行
事
は
限
ら
れ

て
お
り
、春
の
総
会
と
秋
の

観
楓
会
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
会
員
を
繋
ぐ
の
は
専
ら

年
2
回
発
行
の
会
報
で
す
。

　

一
昨
年
か
ら
試
み
て
い
る

地
区
交
流
会
は
十
勝
で
開
催

で
き
た
も
の
の
昨
年
は
中
止
。

今
年
は
何
と
か
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
も

5
月
19
日
の
総
会
か
ら
始
ま

り
、
会
員
相
互
の
交
流
と
親

睦
を
図
る
諸
活
動
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

北
海
道
に
在
住
す
る
同
窓

生
で
、
未
会
員
の
方
の
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

︵
64
期　

清
澤　

通
俊
︶

年
に
２
回
の
文
化
交
流�

�

〈
関
西
同
窓
会
〉

親
睦
を
図
る
活
動
を
計
画
中

�

〈
北
海
道
同
窓
会
〉

  期の皆さん 今年は会員大会の当番期です。
当日のご参加・運営ご協力をよろしくお願いします。

代表 グ レ ー ト ☆ 無 茶 （ 組）

コムパックシステム 株式会社
代表取締役社長 鈴 木 由 彦 （ 組）
上田市秋和

株式会社 東信公害研究所
代表取締役 田 中 徹 （ 組）

上田市古里

慶 株式会社
代表取締役 戸 堀 真 澄  （  組）
上田市古里 

くろつぼ
店主 福 崎 直 人  （  組）

上田市常磐城 

株式会社 光和
代表取締役 古 田 和 幸 （ 組）
埴科郡坂城町大字坂城

代表代議員 山辺昌幸 組

30
年
度
七
夕
会
報
告

�

〈
長
野
支
部
〉

　

去
る
7
月
9
日
、
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
に

て
、
平
成
30
年
度
長
野
支
部

総
会
・
七
夕
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
部
同
窓
会
、
中

南
信
支
部
、
母
校
か
ら
ご
来

賓
を
お
招
き
し
て
、
83
人
出

席
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

金
子
理
事
長
、
廣
田
校
長

先
生
の
ご
祝
辞
で
は
、
母
校

生
徒
の
活
躍
の
様
子
を
、
小

池
中
南
信
支
部
長
か
ら
は
、

中
南
信
支
部
の
活
発
な
活
動

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
多
く
の
若
い
会

員
が
出
席
し
、
世
代
を
超
え

て
交
流
し
た
、
思
い
出
に
残

る
七
夕
の
宴
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
72
期　

湯
原　

儀
芳
）
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検
記

83期 の皆さん、今年は会員大会の当番期です

30周年記念事業へのご協力ありがとうございました。

同窓会理事	 三　井　由　香（５組）

代表代議員	 宮　本　栄　司（１組）

代　議　員	 柳　澤　悦　郎（２組）

	 廣　松　さゆり（３組）

	 池　田　尚　子（４組）

	 坂　口　俊　樹（５組）

	 近　藤　雅　浩（６組）

	 竹　鼻　　　守（７組）

　

２
０
１
９
年
に
ア
ジ
ア
で

初
め
て
日
本
で
開
催
さ
れ
る

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
に
選

ば
れ
た
菅
平
高
原
で
は
、
今

年
イ
タ
リ
ア
代
表
チ
ー
ム
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ

地
と
さ
れ
た
の
は
、
イ
タ
リ

ア
ラ
グ
ビ
ー
連
盟
と
上
田
市

と
で
今
年
と
来
年
の
２
年
に

わ
た
り
事
前
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
実
施
す
る
合
意
が
取
り
交

わ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

菅
平
の
素
晴
ら
し

い
環
境
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
き
る
こ
と
を
、
イ

タ
リ
ア
チ
ー
ム
は
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
し

た
。
今
年
５
月
に
は
菅

平
に
到
着
。
地
元
の
歓

迎
を
う
け
キ
ャ
ン
プ
を

開
始
。
そ
の
後
、
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
学
校
訪
問
、

練
習
公
開
な
ど
の
行
事
を
通

じ
上
田
市
民
と
の
交
流
を
深

め
、上
田
市
中
心
街
は
イ
タ
リ

ア
一
色
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
、
国
際
親
善
試

合
や
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
と

の
試
合
な
ど
が
開
催
さ
れ
、

市
内
で
は
P
V
で
熱
い
応
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、日

本
代
表
の
応
援
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、イ
タ
リ
ア
チ
ー
ム
へ
の

応
援
も
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
月
２
日
、上
田
東
急
Ｒ

Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、卒
業

後
初
め
て
と
な
る
102
期
の
同

期
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
担
任
の
先
生
方
を

含
め
、
約
150
人
の
参
加
が
実

現
し
、
盛
大
な
も
の
と
な
っ

た
本
同
期
会
。
き
っ
か
け
は

幹
事
代
表
を
務
め
た
髙
橋
圭

太
さ
ん（
３
組
）の
、「
結
婚

式
で
の
旧
友
と
の
再
会
を
喜

び
、
そ
の
喜
び
を
み
ん
な
に

も
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
で
し
た
。

　

開
催
が
決
ま
る
と
約
1

年
前
か
ら
声
掛
け
を
行
う
な

ど
、
早
い
段
階
か
ら
日
程
が

わ
か
っ
て
い
た

こ
と
が
、大
人
数

参
加
が
得
ら
れ

た
大
き
な
理
由

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
髙

橋
さ
ん
の
司

会
挨
拶
の

後
、
小
林
俊

文
先
生（
７

組
担
任
／
74

先
生
が
生
徒
と
向
き
合
う
時

間
が
増
え
、生
徒
一
人
ひ
と
り

の
状
況
や
、指
導
上
の
課
題
が

把
握
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

電
子
黒
板
を
活
用
し
た
授

業
は
、
ま
だ
１
年
も
経
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
、
先
生

は
授
業
の
準
備
が
大
変
で
す

が
、
今
後
、
授
業
内
容
を
精

査
し
、
よ
り
良
い
授
業
ス
タ

イ
ル
に
な
る
よ
う
努
め
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。

　

一
方
、情
報
ツ
ー
ル
に
慣

れ
た
生
徒
た
ち
は
、電
子
黒

板
に
違
和
感
な
く
、授
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。電
子

黒
板
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

先
生
の
方
に
顔
を
向
け
る
時

間
が
増
え
、授
業
に
集
中
で

き
て
い
る
よ
う
で
し
た
。〝
資

料
の
見
え
る
化
〟に
よ
っ
て

生
徒
か
ら
は
よ
り
わ
か
り
や

す
く
、正
し
く
理
解
で
き
る
、

授
業
の
進
み
具
合
も
よ
く
、

先
生
か
ら
目
が
離
せ
な
く
な

り
、授
業
に
集
中
し
や
す
く

な
っ
た
と
い
っ
た
意
見
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

電
子
黒
板
を
活
用
し
た

授
業
の
可
能
性
は
こ
れ
か
ら

で
す
。生
徒
に
と
っ
て
理
解

が
深
ま
る
授
業
ス
タ
イ
ル
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

期
卒
）の
乾
杯
の
ご
発
声
を
皮

切
り
に
開
会
し
、
当
時
の
写

真
を
集
め
た
動
画
を
松
尾
祭

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
合
わ
せ
て

上
映
す
る
な
ど
趣
向
を
凝
ら

し
た
演
出
に
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
事
前
に

自
己
宣
伝
し
た
い
人

を
募
り
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

を
設
け
ま
し
た
。
整

体
院
や
サ
ロ
ン
な

ど
、
自
分
で
起
業
し

た
人
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
寄
付

を
集
め
て
い
る
人
、

自
分
が
脚
本
し
た
テ

レ
ビ
番
組
を
紹
介
す

る
人
等
々
。
同
期
生

が
各
地
で
活
躍
し
て

い
る
こ
と
を
共
有

し
、
自
分
た
ち
も
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
い

う
刺
激
的
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

先
生
方
か
ら
は
当

時
感
じ
て
い
た
こ
と

や
、
応
援
の
エ
ー
ル

な
ど
を
い
た
だ
き
、

最
後
は
野
球
班
の
音

頭
の
も
と
に
久
し
ぶ

り
の
校
歌
を
全
員
で

合
唱
し
閉
幕
と
な
り

Ｗ
杯
ラ
グ
ビ
ー
イ
タ
リ
ア
代
表

�

上
田
菅
平
高
原
に
て
事
前
キ
ャ
ン
プ

　

ア
フ
リ
カ
南
部
に
位
置
す
る
人

口
１
７
０
０
万
人
あ
ま
り
の
自
然

豊
か
な
国
そ
れ
が
マ
ラ
ウ
イ
共
和

国
で
す
。国
土
の
1/5
を
占
め
る
マ

ラ
ウ
イ
湖
、様
々
な
形
の
山
や
ど

こ
ま
で
も
続
く
丘
陵
、そ
し
て
温

和
な
国
民
性
か
ら
「
ア
フ
リ
カ
の

温
か
い
心
｣と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
の
特
命
全
権
大
使
を

務
め
て
る
の
が
、小
諸
市
出
身
、

74
期
の
柳
沢
香
枝
さ
ん
で
す
。

　

山
に
囲
ま
れ
た
風
景
を
見

な
が
ら
、
あ
の
山
の
向
こ
う
側

に
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
胸

を
躍
ら
せ
て
い
た
少
女
が
、
自

分
の
知
ら
な
い
外
の
世
界
を
見

て
み
た
い
と
選
ん
だ
の
が
国
際

交
流
と
い
う
生
き
方
で
し
た
。

J
I
C
A
理
事
を
経
て
、
現
在

は
大
使
と
し
て
、
我
が
国
を
代

表
し
、大
輪
の
花
の
よ
う
な
笑
顔

で
「
マ
ラ
ウ
イ
と
日
本
の
架
け

橋
」
と
し
て
、活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
上
田
高
校
に
入
学
し
た
当

初
は
古
い
木
造
校
舎
で
、一
番

北
の
校
舎
は
『
ム
カ
デ
校
舎
』

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。科
目

ご
と
に
校
舎
が
決
ま
っ
て
い
た

の
で
、休
み
時
間
は
全
校
で
大

移
動
し
た
も
の
で
す
」
ま
た
、

「
松
尾
祭
の
『
ミ
ス
上
田
コ
ン
テ

ス
ト
』
で
は
、
出
場
す
る
男
子

の
た
め
に
数
少
な
い
女
子
全

員
が
文
化
祭
そ
っ
ち
の
け
で

衣
装
の
製
作
を
し
、優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
」
と
当
時
を
懐
か

し
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

｢ム
リ・ブ
ワ
ン
ジ（
こ
ん
に
ち
は
）」

マ
ラ
ウ
イ
の
人
々
は
、
挨
拶
や
礼

儀
を
と
て
も
大
切
に
し
、
知
ら

な
い
人
同
士
で
も
友
好
的
に
挨

拶
を
交
わ
す
そ
う
で
す
。
多
く

の
日
本
人
に
と
っ
て
マ
ラ
ウ
イ
や

ア
フ
リ
カ
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
世

界
で
す
が
、
彼
の
地
で
の
同
窓

生
の
活
躍
を
き
っ
か
け
に
、
マ
ラ

ウ
イ
を
応
援
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
未
知
の
世
界
に
踏
み
込
む
時

は
い
つ
も
不
安
で
一
杯
で
す
が
、

い
ざ
飛
び
込
ん
で
み
る
と
、
新

し
い
出
会
い
や
発
見
が
あ
っ
て
、

人
生
が
豊
か
に
な
っ
た
と
感
じ

ま
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

【
日
本
を
離
れ
て 

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ 

マ
ラ
ウ
イ
】

駐
マ
ラ
ウ
イ
大
使

�

柳
沢
香
枝
さ
ん（
74
期
）

ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
か
ら
15
年
の
時

間
が
経
ち
、
見
た
目
も
横
に

大
き
く
変
わ
っ
た
よ
う
な
人

も
い
ま
し
た
が
、
日
本
全
国

で
頑
張
っ
て
い
る
同
期
の
様

子
を
知
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
、
お
互
い
に
確
認
し
合

え
ま
し
た
。

　

各
期
の
皆
様
も
高
校
時
代

の
気
持
ち
に
戻
れ
る
、
そ
ん

な
会
を
計
画
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

150人
集まり大盛況
～102期同期会～

柳沢さん (左 ) とマラウイ教育省大臣 (右 )

大会当日の参加と
� 協力をお願いします
今年は10月6日（土）に開催されます
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ー
シ
リ
ー
ズ
ー

学
　
校

探
検
記

　

昨
年
9
月
、上
田
高
校
で

は
、電
子
黒
板
31
台
が
全
普

通
教
室
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、長
野
県
教
育
委
員
会

の
整
備
計
画
に
基
づ
き
県
内

の
高
校
に
順
次
、設
置
さ
れ
て

き
た
も
の
で
す
。平
成
29
年
度

は
県
内
の
13
校
に
設
置
さ
れ
、

そ
の
一
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

電
子
黒
板
は
、電
子
情
報

ボ
ー
ド
と
い
う
呼
び
方
も
さ

れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
チ
ョ
ー

ク
に
よ
る
板
書
の
黒
板
と
異

な
り
、パ
ソ
コ
ン
等
の
デ
ー
タ

や
、投
射
し
た
映
像
等
を
背

景
に
自
由
に
文
字
を
書
き
込

め
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

上
田
高
校
で
は
現
在
、ほ
と

ん
ど
の
授
業
で
活
用
し
て
い

ま
す
。授
業
内
容
に
よ
り
使

用
頻
度
は
異
な
り
ま
す
が
、

チ
ョ
ー
ク
で
板
書
す
る
ス
タ

イ
ル
か
ら
授
業
ス
タ
イ
ル
は

大
き
く
変
わ
っ
た
と
言
い
ま

す
。板
書
時
間
が
短
く
な
り
、

55
分
の
限
ら
れ
た
授
業
時
間

を
効
率
よ
く
活
用
で
き
、授
業

の
重
要
な
部
分
に
時
間
を
充

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た

パ
ソ
コ
ン
等
を
通
じ
短
時
間

に
た
く
さ
ん
の
内
容
を
表
示

で
き
る
こ
と
で
、生
徒
た
ち
は

情
報
を
共
有
で
き
ま
す
。板
書

時
間
が
短
く
な
っ
た
こ
と
で
、

先
生
が
生
徒
と
向
き
合
う
時

間
が
増
え
、生
徒
一
人
ひ
と
り

の
状
況
や
、指
導
上
の
課
題
が

把
握
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

電
子
黒
板
を
活
用
し
た
授

業
は
、
ま
だ
１
年
も
経
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
、
先
生

は
授
業
の
準
備
が
大
変
で
す

が
、
今
後
、
授
業
内
容
を
精

査
し
、
よ
り
良
い
授
業
ス
タ

イ
ル
に
な
る
よ
う
努
め
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。

　

一
方
、情
報
ツ
ー
ル
に
慣

れ
た
生
徒
た
ち
は
、電
子
黒

板
に
違
和
感
な
く
、授
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。電
子

黒
板
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

先
生
の
方
に
顔
を
向
け
る
時

間
が
増
え
、授
業
に
集
中
で

き
て
い
る
よ
う
で
し
た
。〝
資

料
の
見
え
る
化
〟に
よ
っ
て

生
徒
か
ら
は
よ
り
わ
か
り
や

す
く
、正
し
く
理
解
で
き
る
、

授
業
の
進
み
具
合
も
よ
く
、

先
生
か
ら
目
が
離
せ
な
く
な

り
、授
業
に
集
中
し
や
す
く

な
っ
た
と
い
っ
た
意
見
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

電
子
黒
板
を
活
用
し
た

授
業
の
可
能
性
は
こ
れ
か
ら

で
す
。生
徒
に
と
っ
て
理
解

が
深
ま
る
授
業
ス
タ
イ
ル
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

『
上
田
高
校
カ
ン
ボ
ジ
ア�
�
井
戸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

　

こ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
井

戸
を
掘
っ
て
贈
ろ
う
、と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

昨
年
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
学
習
の
中

で
世
界
の
貧
困
問
題
を
学

ん
だ
事
を
き
っ
か
け
に
、

上
田
高
校
の
2
年
生
30
人

ほ
ど
で
有
志
の
会
を
設

立
、バ
ザ
ー
な
ど
で
資
金

を
集
め
る
こ
と
か
ら
、起

動
し
ま
し
た
。

　

事
前
に
考
え
た
問
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
、

・
掘
っ
た
井
戸
が
壊
れ
た

ら
ど
う
す
る
の
か
。

・
水
質
検
査
は
さ
れ
る
の
か
。

の
2
つ
が
特
に
重
要
な
点

で
し
た
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、本
な
ど
で
調
べ
、ま
た

講
演
会
を
開
く
な
ど
、情
報

を
集
め
る
こ
と
で
問
題
を

解
決
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

3
月
24
～
29
日
に
生
徒
5

人
と
職
員
1
人
が
現
地
に

行
き
、自
分
た
ち
の
手
で
井

戸
を
掘
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
、
保
護
者
、
地

域
の
皆
さ
ま
か
ら
、
目
標

を
は
る
か
に
超
え
る
温
か

い
ご
支
援
が
寄
せ
ら
れ
、

最
終
的
に
は
２
基
の
井
戸

を
贈
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
地
の
方
に
と
て
も

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

も
本
当
に
素
晴
ら
し
い
経

験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

現
在
の
２
年
生
に
バ
ト
ン

が
渡
さ
れ
、
今
年
も
継
続

し
て
行
う
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
顧
問　

竹
内
光
礼
）

昭和55年3月卒業

同期の皆さんの多数の参加とご協力、よろしくお願いします !

1 組	 水野　　哲
2 組	 五十嵐洋人
3 組	 宮下　孝夫
	 土屋　達夫
4 組	 久保田健一

　

ア
フ
リ
カ
南
部
に
位
置
す
る
人

口
１
７
０
０
万
人
あ
ま
り
の
自
然

豊
か
な
国
そ
れ
が
マ
ラ
ウ
イ
共
和

国
で
す
。国
土
の
1/5
を
占
め
る
マ

ラ
ウ
イ
湖
、様
々
な
形
の
山
や
ど

こ
ま
で
も
続
く
丘
陵
、そ
し
て
温

和
な
国
民
性
か
ら
「
ア
フ
リ
カ
の

温
か
い
心
｣と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
の
特
命
全
権
大
使
を

務
め
て
る
の
が
、小
諸
市
出
身
、

74
期
の
柳
沢
香
枝
さ
ん
で
す
。

　

山
に
囲
ま
れ
た
風
景
を
見

な
が
ら
、
あ
の
山
の
向
こ
う
側

に
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
胸

を
躍
ら
せ
て
い
た
少
女
が
、
自

分
の
知
ら
な
い
外
の
世
界
を
見

て
み
た
い
と
選
ん
だ
の
が
国
際

交
流
と
い
う
生
き
方
で
し
た
。

J
I
C
A
理
事
を
経
て
、
現
在

は
大
使
と
し
て
、
我
が
国
を
代

表
し
、大
輪
の
花
の
よ
う
な
笑
顔

で
「
マ
ラ
ウ
イ
と
日
本
の
架
け

橋
」
と
し
て
、活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
上
田
高
校
に
入
学
し
た
当

初
は
古
い
木
造
校
舎
で
、一
番

北
の
校
舎
は
『
ム
カ
デ
校
舎
』

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。科
目

ご
と
に
校
舎
が
決
ま
っ
て
い
た

の
で
、休
み
時
間
は
全
校
で
大

移
動
し
た
も
の
で
す
」
ま
た
、

「
松
尾
祭
の
『
ミ
ス
上
田
コ
ン
テ

ス
ト
』
で
は
、
出
場
す
る
男
子

の
た
め
に
数
少
な
い
女
子
全

員
が
文
化
祭
そ
っ
ち
の
け
で

衣
装
の
製
作
を
し
、優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
」
と
当
時
を
懐
か

し
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

｢ム
リ・ブ
ワ
ン
ジ（
こ
ん
に
ち
は
）」

マ
ラ
ウ
イ
の
人
々
は
、
挨
拶
や
礼

儀
を
と
て
も
大
切
に
し
、
知
ら

な
い
人
同
士
で
も
友
好
的
に
挨

拶
を
交
わ
す
そ
う
で
す
。
多
く

の
日
本
人
に
と
っ
て
マ
ラ
ウ
イ
や

ア
フ
リ
カ
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
世

界
で
す
が
、
彼
の
地
で
の
同
窓

生
の
活
躍
を
き
っ
か
け
に
、
マ
ラ

ウ
イ
を
応
援
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
未
知
の
世
界
に
踏
み
込
む
時

は
い
つ
も
不
安
で
一
杯
で
す
が
、

い
ざ
飛
び
込
ん
で
み
る
と
、
新

し
い
出
会
い
や
発
見
が
あ
っ
て
、

人
生
が
豊
か
に
な
っ
た
と
感
じ

ま
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

◆ 

詳
し
く
は
マ
ラ
ウ
イ
大
使
館
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
ご
参
照
下
さ
い
。

https://w
eb.facebook.com

/Em
bJapan.M

alaw
i?_rdc=1&

_rdr

電
子
黒
板
は
新
し
い

�
授
業
ス
タ
イ
ル
!?

7878期同窓会理事	 城下　　徹（4組）
代表代議員	 池田総一郎（8組）

5 組	 原田　恵召
6 組	 丸山　勝也
	 小原理恵子
7 組	 安藤　慎一

今年は10月 6日（土）開催
会員大会の当番期です

柳沢さん (左 ) とマラウイ教育省大臣 (右 )

※詳しくは「上田高校カンボジア井戸プロジェクト」で検索
井戸水が出た !
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93期の皆さんへ　今年は当番期です。会員大会当日のご協力お願いします。

☆
卓
球
班

　

私
た
ち
卓
球
班
は
3
年
生

6
人
、
2
年
生
7
人
、
1
年

生
9
人
の
計
22
人
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
顧
問
の
3
人
の

先
生
方
の
指
導
や
、
実
力
の

近
い
班
員
と
お
互
い
に
切
磋

琢
磨
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
充

実
し
た
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

5
月
に
行
わ
れ
た
東
信
大

会
で
は
、
男
子
団
体
と
女
子

団
体
が
と
も
に
2
位
と
い
う

結
果
で
、
男
女
そ
ろ
っ
て
県

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
県
大
会
に
向
け

調
整
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
特
に
3
年
生
に

と
っ
て
は
最
後
の
大
会
に
な

り
得
る
た
め
、
必
死
に
練
習

に
励
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。
今
こ
こ
で
全
力

で
練
習
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
最
善
の
結
果
を
出
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
も
我
々
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
先
生
方
や
、

家
族
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
日
一

日
の
練
習
を
大
切
に
し
、
少

し
ず
つ
で
も
強
く
な
れ
る
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
浅
野　

俊
輔
）

☆
美
術
班

　

美
術
班
は
、現
在
1
年
生

8
人
、2
年
生
2
人
、3
年
生

5
人
の
計
15
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。兼
班
し
て
い
る
班

員
も
多
い
で
す
が
、毎
日
放

課
後
は
美
術
室
で
活
動
し
て

い
ま
す
。自
由
に
楽
し
く
制

作
活
動
が
で
き
る
環
境
な
の

で
、そ
れ
ぞ
れ
が
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
、新
し
い
企
画
と
し

て
入
学
式
に
黒
板
ア
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。一
人
で
ひ
と
つ

の
黒
板
を
埋
め
る
の
は
大
変

で
し
た
が
、新
入
生
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
一
生
懸
命
や

り
ま
し
た
。今
は
松
尾
祭
に
向

け
、ポ
ス
タ
ー
や
展
示
用
の
作

品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。班
活

動
自
体
は
個
人
で
の
制
作
が

多
い
で
す
が
、作
品
を
見
せ
合

う
な
ど
し
て
よ
り
良
い
も
の
に

な
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、松
尾
祭
後
に
は
総

文
祭
が
あ
り
ま
す
。美
術
・
工

芸
部
門
は
上
田
が
開
催
地
と

な
り
、私
達
も
関
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。全
国
か
ら
集

ま
る
す
ぐ
れ
た
作
品
に
出
会

え
る
こ
の
良
い
機
会
を
生
か

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

�

（
吉
澤　

凛
）

☆
定
時
制
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
班

　

私
は
、い
ま
ま
で
先
輩
か
ら

教
え
て
も
ら
っ
た
様
ざ
ま
な
こ

と
を
引
き
継
ぎ
、現
在
部
長
と

し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

2
年
生
の
頃
、
個
人
の
事

情
で
し
ば
ら
く
部
活
を
休
ん

だ
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
復
帰
出
来
ま
し
た
が
、

な
ん
て
こ
っ
た
！　

部
員
が

３
、４
人
し
か
い
な
い
じ
ゃ

な
い
か
！　

大
会
結
果
も
ま

さ
か
の
全
員
2
回
戦
で
の
敗

退
。
そ
の
後
は
先
輩
た
ち
が

進
路
で
忙
し
く
、
練
習
に
参

加
で
き
な
く
な
り
、
2
年
生

は
私
ひ
と
り
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

正
直
、
驚
き
よ
り
も
部

活
を
休
ん
で
い
た
こ
と
へ
の

後
悔
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し

た
。
部
員
が
減
っ
た
こ
と
で

満
足
の
い
く
練
習
も
で
き
な

く
な
り
、
廃
部
も
時
間
の
問

題
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

か
つ
て
私
の
姉
が
こ
の
部
で

北
信
越
大
会
2
位
を
取
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
と

思
い
、
新
入
生
へ
の
勧
誘
も

い
ま
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。
現
在
は
部
員
も
17

人
と
な
り
、
活
気
が
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
一
生
懸
命
練
習

し
、
姉
を
超
え
る
優
勝
を
目

指
し
た
い
で
す
。

�

（
菊
地　

裕
也
）

母
校
の
班
活
動
紹
介

各班の主な成績・戦績 （平成29年度～30年度春のクラブ成績）
文 化 班 成　　　　　　績

棋　　道
○第 47 回長野県高等学校将棋選手権大会女子個人戦準優勝　竹下真菜美
○第 53 回全国高等学校将棋選手権大会出場（29）
○信州総文祭将棋部門出場　清水仁貴（30）

混声合唱 ○第 41 回全国総文祭宮城大会出場（4人参加）（29）
○信州総文祭合唱部門（6人参加）（30）

室 内 楽 ○第 41 回全国総文祭宮城大会出場（代表18人）（29）
○信州総文祭器楽・管弦楽部門出演（18人）（30）

現代音楽 ○信州総文祭軽音部門出場 高橋七愛、高野綾、田中紅葉、石川哲也（30）
吹 奏 楽 ○信州総文祭吹奏楽部門 / マーチングバンド部門　2 部門に出演（30）
書　　道 ○第 41 回全国総文祭書道部門（岩下さや夏）（29）
美　　術 ○第 41 回全国総文祭美術・工芸部門長野県代表　吉澤凜（29）

文　　芸
○北信越文芸道場福井県大会・信州総文祭に参加（29）
○与謝野晶子短歌文学賞　入賞　渡辺理香（29）
○信州総文祭文芸部門部誌部門出場 塩川悠太（30）

放　　送

○ NHK 杯全国放送コンテスト全国大会出場　朗読部門　中村聖子　
　アナウンス部門　三木菜月　宮田和　ラジオドキュメント部門「打ち込む」（29）
○ TSB 杯長野県高等学校新人放送コンテスト アナウンス部門優秀賞・TSB 賞（全国大会出場）宮田和
　朗読部門優良賞（全国大会出場）内川実優　優良賞（北信越大会出場）小倉紫月（29）
○ NHK 杯全国放送コンテスト全国大会出場　朗読部門 　臼田野乃実、内川実優　
　アナウンス部門　宮田和（30）

ダ ン ス
○全国高等学校ダンスドリル選手権大会 2017 甲信越大会　HIPHOP 女子部門
　Medium 編成　第 1 位　ミスダンスドリルチーム（Solo）中島春花　第 2 位（29）
○第 9 回全国高等学校ダンスドリル冬季大会　HIPHOP 女子部門 Large 編成 4 位（29）

ク イ ズ ○高校生クイズ選手権出場　エコノミクス甲子園参加（29）

運 動 班 成　　　　　　績
剣　　道 ○県総体 男子個人 ５ 位→北信越大会出場（山岸龍矢）（29）

卓　　球 ○北信越選抜 1 年生大会出場（29）
○中部日本卓球大会（ジュニアの部長野県ベスト16）出場　山井智貴（30）

男子ハンドボール ○県総体 3 位→北信越総体出場（30）

女子ハンドボール ○県新人大会 女子準優勝→選抜大会への出場権獲得（29）
○県総体 3 位 13 人 →北信越総体出場（30）

男子ソフトテニス ○県選抜大会 ８ 位（小林・神津）→北信越選抜インドア大会出場（29）

軟式野球 ○北信越地区高等学校軟式野球長野県大会（春季）準優勝（29）
○北信越地区高等学校軟式野球大会（春季）優勝（29）

陸上競技

○北信越総体 男子：走幅跳 三段跳６位→８月の全国総会に出場（須崎修二）
　女子：1500m 決勝 9 位（久保田絢乃）3000m 11 位（梅村菜々子）（29）
○県総体 男子：ハンマー投げ5位、砲丸投げ 4位、円盤投げ1位、（小林篤央） 
　女子：3000m　位（久保田）→北信越総体陸上大会出場（30）
○北信越高等学校新人陸上競技大会・男子円盤投 5 位（小林）
　女子 1500m ２ 位（久保田）3 位（梅村）
　女子 3000m ２ 位（久保田）4 位（梅村）（30）

競技かるた同好会 ○第 39 回全国高等学校小倉百人一首かるた選手権大会個人戦出場（29）
準同好会 成　　　　　　績

アーチェリー準同好会

○県総体 団体：男子優勝・個人：男子 南澤諒真（優勝）、藤川晴之助（2 位） 
　→全国総体、北信越総体出場権獲得（29）
○県総体 団体1位（南澤諒真、 藤川晴之助、 藤井健太朗、 花村修磨） 
　→北信越総体出場（30）
○北信越総体 1位 団体・個人（南澤諒真、藤川晴之助、藤井健太朗、花村修磨） 
　→全国総体出場（30）

※北信越等ブロック大会以上出場分のみ
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【
56
期
】

　

56
期
は
昭
和
33
年
3
月
の

上
田
松
尾
高
等
学
校
の
最
終

卒
業
生
で
す
。（
以
後
校
名
変

更
で
上
田
高
校
）。「
文
武
両

道
」の
名
の
通
り
、
運
動
に

学
業
に
と
大
変
な
活
躍
だ
っ

た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
班
で
は
野
球
の
甲
子

園
初
出
場
。
柔
道
、
篭
球
、

排
球
、
庭
球
、
陸
上
な
ど
多

く
が
国
体
、
高
校
総
体
へ
出

場
し
、
進
学
も
東
大
、
京
大
、

東
北
大
な
ど
へ
多
く
の
合
格

者
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
3
月
で
卒
業
60
年
を

迎
え
、ク
ラ
ス
毎
に
同
級
会
を

開
催
し
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

　

有
志
で
の
ゴ
ル
フ
大
会
も

30
年
60
回
を
数
え
ま
す
。

�

（
丸
山　

正
一
）

【
66
期
】

　

古
城
の
門
を
出
で
て
50
年
。

　

私
た
ち
66
期
は
先
輩
期
の

皆
さ
ま
に
な
ら
い
、昨
年
、卒

業
50
周
年
記
念
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。会
員
大
会
の
当

番
期
以
来
、久
び
さ
の
大
事

業
と
な
り
ま
し
た
。「
卒
業
50

周
年
記
念
同
期
会
」の
開
催

と
「
母
校
へ
の
募
金
活
動
」を

実
施
し
、募
金
活
動
で
は
140

人
の
同
期
生
の
協
力
を
頂
く

中
で
、母
校
に
教
育
支
援
と
し

て
100
万
円
、同
窓
会
へ
12
万
円

を
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

創
立
90
年
を
超
え
た
同
窓

会
の
歴
史
の
重
圧
を
感
じ
な

が
ら
も
、伝
統
を
引
き
継
げ

た
安
堵
感
も
味
わ
え
た
取
り

組
み
で
し
た
。

�

（
佐
藤　

清
正
）

【
76
期
】

　

76
期
は
一
昨
年
会
員
大
会

の
筆
頭
当
番
期
を
任
さ
れ
、

当
日
は
80
余
人
の
同
期
生
が

集
い
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

講
演
会
講
師
と
し
て
8
組
の

宮
川
正
君（
前
航
空
自
衛
隊

空
将
）に
自
衛
隊
活
動
等
に

つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

月
刊
文
芸
春
秋
の
「
同
級

生
交
歓
」か
ら
宮
川
君
に
取
材

依
頼
が
あ
り
、3
月
に
金
井
一

正
君
、西
沢
仁
君
、横
関
仁
君

と
共
に
「
古
城
の
門
」を
バ
ッ

ク
に
対
談
と
記
念
撮
影
が
行

わ
れ
ま
し
た
。本
年
7
月
号
に

掲
載
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、上

田
高
校
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
頂
け
る
企
画
と
し
て
発

刊
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�

（
髙
橋　

敏
文
）

【
86
期
】

　

卒
業
し
て
早
30
年
。
野
球

班
が
当
時
30
年
ぶ
り
に
甲
子

園
に
出
場
し
、
皆
で
応
援
に

行
っ
た
の
が
つ
い
こ
の
間
の

こ
と
の
よ
う
で
す
。

　

私
の
い
た
1
組
は
、
先
日

卒
業
後
初
め
て
同
級
会
を
行

い
ま
し
た
。
野
球
班
キ
ャ
プ

テ
ン
だ
っ
た
小
山
君
も
僕
も

今
、
息
子
が
上
田
高
校
3
年

生
に
在
学
中
で
す
。
我
わ
れ

の
頃
と
は
高
校
生
活
も
随
分

変
わ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

修
学
旅
行
や
S
G
H
に
よ

り
、
海
外
に
行
く
機
会
が
増

え
た
こ
と
、
班
活
動
以
上
に

勉
強
第
一
な
校
風
。
今
後
も

母
校
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

86
期
の
我
わ
れ
も
そ
ろ
そ

ろ
皆
で
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
柳
澤　

雄
次
郎
）

◆
野
球
班

　

上
田
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

は
1
月
に
「
総
会
」、
3
月
に

「
新
Ｏ
Ｂ
を
迎
え
る
会
」、
11

月
に
「
納
会
」
が
開
催
さ
れ
、

3
月
・
11
月
の
会
に
は
現
役

と
の
Ｏ
Ｂ
戦
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
、

「
長
野
県

高
校
野

球
Ｏ
Ｂ
連

盟
」
が
設

立
さ
れ
、

加
盟
。本

年
度
よ

り
開
催

の「
マ
ス

タ
ー
ズ

甲
子
園

2
0
1
8

長
野
県
予

選
大
会
」

に
出
場
中

で
す
。

　

昨
年
11
月
に
「
上
田
高
校

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
に
ア
ク
セ

ス
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
75
期　

土
井　

恭
也
）

◆
軟
式
野
球
班

　

昨
年
、
北
信
越
大
会
で
優

勝
し
た
後
輩
た
ち
の
活
躍
を

き
っ
か
け
に
軟
式
野
球
班
Ｏ

Ｂ
会
を
発
足
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
昭
和
59
年
に
同

好
会
と
し
て
設
立
。
以
来
30

年
以
上
の
時
を
経
て
、
今
年

の
１
月
２
日
に
85
期
か
ら
115

期
ま
で
の
約
40
名
が
集
ま
り
、

設
立
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
現
役
軟
式

野
球
班
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
定
期
的
に
Ｏ
Ｂ
戦
や
懇

親
会
を
行
い
、
異
世
代
間
の

親
交
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
野
球
と
勉

強
の
文
武
両
道
を
目
指
す
軟

式
野
球
班
の
更
な
る
活
躍
を

期
待
し
つ
つ
、
支
援
し
て
参

り
ま
す
。

�

（
89
期　

金
井　

賢
一
）

◆
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
班

　

ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
班

は
昭
和
39
年
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
が
、
平
成
10
年
に
班
員

減
少
に
よ
り
消
滅
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
間
270
人
の

班
員
が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
3
人
の
再
会
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
昨
年
初

め
て
の
Ｏ
Ｂ
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
初
め
て
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
班
創
設
者
を
は
じ
め

40
人
も
の
同
窓
生
が
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
際
、
有
志
14

人
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
が
、
何
十
年
ぶ
り

か
に
楽
器
を
手
に
し
た
方
も

昔
取
っ
た
杵
柄
で
素
敵
な
音

色
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

大
変
好
評
だ
っ
た
の
で
今

年
も
11
月
17
日
に
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

�

（
69
期　

金
井　

正
広
）

同
期
会
だ
よ
り

98期の皆さんへ



第 52 号	 古城の門� (8)

７３期 の 皆さん
10月 6日（土）は会員大会です。
大会終了後、同期会を開催いたします。
お誘い合ってお出かけください。
同窓会理事	 森　　浩二（６組）	 北沢　真澄（６組）（副理事長）
代 議 員	 石巻　一男（１組）	 西入　直喜（2 組）
	 臼田　敏隆（２組）	 荻原光太郎（３組）
	 保科　隆夫（４組）	 日野　敬輔（５組）
	 樽澤　清子（６組）	 橋詰　邦昭（６組）
	 曲尾　　隆（７組）	 土屋　陽一（８組）
		  堀内　和子（８組）（代　　表） 2013 年 10 月 12 日　会員大会

【生徒数】	 母校の状況� [ 平成 30年度 ]

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

進
路
状
況
に
つ
い
て

　

日
頃
は
上
田
高
校
の
教
育

に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
春
の
卒
業
生
は
、
近
隣

に
中
高
一
貫
校
が
開
学
し
た

年
に
あ
た
り
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
一
期

生
、
女
子
の
割
合
が
男
子
よ

り
高
い
と
い
う
学
年
で
し
た
。

　

進
路
状
況
は
、
全
国
的
に

難
関
大
学
志
向
が
高
ま
っ
て
い

る
中
で
、
現
役
生
、
既
卒
生
と

も
に
健
闘
し
、
本
校
生
の
潜

在
能
力
の
高
さ
を
強
く
感
じ

さ
せ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
公
立
大
学
に
は
現
役
生

152
人
合
格
。
旧
帝
大
合
格
者

は
現
浪
合
わ
せ
て
26
人
。
北

海
道
大
学
6
人
、
東
北
大
学

10
人
、
東
京
大
学
1
人
、
名

古
屋
大
学
3
人
、
京
都
大
学

3
人
、
大
阪
大
学
2
人
、
九

州
大
学
1
人
で
し
た
。

　

医
学
部
医
学
科
は
現
浪
あ

わ
せ
て
国
公
立
大
学
3
人
、
私

立
大
学
4
人
が
合
格
し
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
第
一
期

生
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
活
動

を
生
か
し
た
積
極
的
な
出
願

も
見
ら
れ
、
東
京
大
学
、
信

州
大
学
医
学
部
、
早
稲
田
大

学
、
慶
応
大
学
な
ど
、
多
方

面
で
合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

私
立
大
学
に
つ
い
て
は
、

定
員
超
過
の
絞
り
込
み
で
近

年
厳
し
い
入
試
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
現
浪
合
わ
せ
て

慶
応
義
塾
大
学
10
人
、
早
稲

田
大
学
15
人
な
ど
、
他
大
学

合
格
者
数
も
例
年
並
み
で
堅

調
な
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ご
支
援
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
進
路
指
導
主
事　

菊
池 

文
明
）

全 定 制 全日制 定時制
学　　年 １年 ２年 ３年 計 １年 ２年 ３年 ４年 計
クラス数 8 8 8 24 1 1 1 1 4
生
徒
数

男 153 168 162 483 14 17 12 6 49
女 170 153 157 480 14 11 7 4 36
計 323 321 319 963 28 28 19 10 85

生 徒 数：全・定合計 1048人（男 532人・女 516人）
教諭・講師：87人　事務教員・助手等：11人
学 校 長：廣田　昌彦　全日制教頭：柳沢　忠男
定時制教頭：田島　康彦　事 務 長：石坂　秀彦

●国立大学 109 49 
北海道 5 1 
弘前 0 1 
東北 7 3 
山形 1 1 
茨城 5 1 
筑波 4 0 
群馬 7 2 
埼玉 3 3 
千葉 9 2 
お茶の水女子 1 0 
電気通信 1 0 
東京 1 0 
東京海洋 0 2 
東京外国語 1 0 
東京学芸 3 2 
東京芸術 0 1 
東京農工 0 2 
上越教育 0 1 
新潟 8 3 
富山 9 2 
金沢 10 1 
信州 24 11 
静岡 2 1 
名古屋 2 1 
名古屋工業 0 1 
三重 1 0 
京都 1 2 
京都教育 1 0 
大阪 0 2 
大阪教育 1 0 
神戸 1 0 
島根 0 2 
九州 0 1 
琉球 1 0 

●公立大学 43 3
茨城県立医療 1 0 
群馬県立女子 1 0 
高崎経済 11 0 
前橋工科 1 0 
埼玉県立 1 0 
首都大学東京 3 0 
横浜市立 3 2
新潟県立 5 0
新潟県立看護 1 0
石川県立 1 0
公立小松 1 0
福井県立 2 0
山梨県立 1 0
長野 2 0
長野県立 6 0
静岡県立 2 0
愛知県立 1 0
大阪府立 0 1
国公立大計 152 52

●私立大学 313 215
岩手医科 0 1 
国際医療福祉 3 2 
自治医科 1 2 
群馬パース 1 0 
高崎健康福祉 2 1 
城西 1 0 
獨協 3 5 
文教 12 5 
神田外語 1 0 
秀明 2 0 
千葉工業 13 2 
東京情報 0 1 
青山学院 2 5 

亜細亜 1 0 
大妻女子 0 3 
学習院 2 3 
北里 6 4 
共立女子 3 0 
杏林 4 1 
慶應義塾 5 5 
工学院 3 0 
國學院 8 3 
国士舘 1 3 
駒澤 6 1
実践女子 2 2
芝浦工業 8 3
順天堂 0 1
上智 1 0
昭和 1 3
昭和女子 2 0
昭和薬科 1 2
女子美術 1 0
成蹊 2 1
成城 3 4
専修 5 4
創価 2 1
大正 2 1 
大東文化 1 5 
玉川 3 0
多摩美術 1 0 
中央 15 12 
津田塾 1 0
帝京 1 1
東海 3 1
東京音楽 0 1
東京家政 2 0
東京経済 1 0
東京工科 1 0

東京女子 2 1
東京電機 1 2
東京都市 2 1
東京農業 3 0
東京薬科 0 1
東京理科 2 7
東洋 22 13
日本 11 7
日本歯科 0 1
日本社会事業 1 0 
日本獣医生命科学 1 0 
日本女子 1 2 
日本女子体育 1 0 
文京学院 2 0
法政 13 11 
星薬科 0 2 
武蔵野 5 4
武蔵野美術 1 0 
明治 12 14 
明治学院 3 2 
明治薬科 1 2 
明星 1 2
立教 6 15 
早稲田 10 5 
麻布 1 0 
神奈川 4 0 
相模女子 0 2 
新潟薬科 2 1 
金沢医科 1 0 
金沢工業 4 0 
佐久 2 0 
長野保健医療 1 1 
諏訪東京理科 1 1 
松本 1 1 
愛知学院 1 0 

中京 1 4 
名古屋外国語 3 0 
南山 1 0 
藤田保健衛生 1 0 
名城 1 0
京都外国語 2 0 
京都女子 4 0
同志社 4 3
同志社女子 1 0 
佛教 1 0 
立命館 6 8 
龍谷 1 0 
大阪工業 0 1 
関西 0 2 
関西外国語 3 0 
近畿 4 3 
関西学院 4 0 
姫路獨協 1 0
その他 17 7
公立短期大学 0 0
私立短期大学 2 0
文科省所管外の大学校等 0 0
専門学校等 9 0
就職 0 0

■平成 29年度末・進路状況（合格者数）� 上田高校進路指導室調べ（6月現在）
� 現役 既卒 � 現役 既卒 � 現役 既卒 � 現役 既卒 � 現役 既卒
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